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(57)【要約】
【課題】　部品点数を削減することができ、高い輝度を
得ることができ、傷も目立つことのない導光板を提供し
、品質の高い面光源装置や液晶表示装置を提供する。
【解決手段】　本発明の導光板４は、光出射面に断面三
角形の複数のプリズム山４ａが略平行に配列されてプリ
ズム面とされており、各プリズム山４ａ間に平坦面４ｂ
が配置されるとともに、平坦面４ｂが粗面化されている
。
【選択図】　図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源と、当該光源からの光を平面光に変換する導光板とを備えてなる面光源装置であっ
て、
　前記導光板の光出射面は、断面三角形の複数のプリズム山が略平行に配列されてプリズ
ム面とされており、
　前記各プリズム山間に平坦面が配置されるとともに、前記平坦面が粗面化されているこ
とを特徴とする面光源装置。
【請求項２】
　前記平坦面に形成される粗面は微細な凹凸によって形成され、前記凹凸の密度が部分的
に異なることを特徴とする請求項１記載の面光源装置。
【請求項３】
　光入射面近傍の凹凸の密度が、他の部分に比べて大きいことを特徴とする請求項２記載
の面光源装置。
【請求項４】
　前記導光板の光出射面上に光学シートが配され、これとは反対側の面に反射シートが配
されていることを特徴とする請求項１から３のいずれか１項記載の面光源装置。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれか１項記載の面光源装置を備え、当該面光源装置上に液晶表示
パネルが載置されていることを特徴とする液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光出射面がプリズム面とされた導光板を用いた面光源装置、及びこの面光源
装置を備えた液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、パーソナルコンピュータやワードプロセッサ等の情報機器の表示装置、テレビ、
ビデオムービー、カーナビゲーションシステム等の映像機器の表示装置として、軽量、薄
型、低消費電力という特長を持つ液晶表示装置が多用されている。このような液晶表示装
置においては、明るい表示画面を実現するために、液晶表示パネルの背後から照明光を当
てるためのバックライトユニット（面光源装置）を内蔵した構成を採るものが多い。
【０００３】
　ここで、面光源装置として用いられるバックライトユニットは、光源の配置箇所によっ
てエッジライト方式と直下方式とに分類される。例えばエッジライト方式は、液晶表示パ
ネルに対向する導光板のエッジ（端部）に向けて光を出射する点光源（ＬＥＤ等）や管状
光源（蛍光管等）等の発光部を配置する方式である。また、直下方式は、蛍光管等の直管
状の光源を液晶表示パネルの裏面に複数配置し、液晶表示パネルと光源との間に拡散板を
配置する方式である。これら方式のうち、エッジライト方式は、薄型化の点で有利であり
、例えば携帯用電子機器やノート型のパーソナルコンピュータの表示装置に適した方式と
言うことができる。
【０００４】
　エッジライト方式のバックライトユニットでは、光源の光を面状光に変換する必要があ
り、前記導光板を設置するとともに、その背面に反射シート、光出射面上に光学シートを
配することで、面状光への変換を可能とするとともに、輝度や指向性、光の均一性等を改
善するようにしている。
【０００５】
　この場合、例えば、導光板の光出射面は平面とし、この上にプリズムシートを互いに略
直交するように２枚重ね、指向性や光の均一性の改善を図るようにしているが、プリズム
シートを２枚重ねとする構成では、光学シートの枚数が多くなる等、部品点数が増加する
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という問題がある。そこで、導光板の光出射面をプリズム面とし、部品点数を削減するこ
とが検討されている（特許文献１や特許文献２等を参照）。
【０００６】
　例えば、特許文献１には、導光板上にプリズム部と集光レンズ部とから構成される集光
部材を設置した光源装置が開示されており、導光板の表面に、集光部材の複数のプリズム
部の間にそれぞれ対応させて、導光板内を導かれてきた光を出射させるための立上がり面
を有する複数の凸部を設けることが開示されている。
【０００７】
　特許文献２には、光源としてのランプと、ランプからの光を導き射出する導光板とを有
する面状光源装置が開示されており、導光板が、ランプと対向しランプからの光が入射す
る光入射面と、ランプからの光を射出する光射出面と、光射出面に対向する対向面とを有
し、光射出面もしくは対向面は、光射出面に対向する方向に向かって延び導光板内を伝播
する光を実質的に集光するように形成された複数の凹凸状部を有し、凹凸状部は凹状部の
底部もしくは凸状部の上部に平坦面を有することが記載されている。特許文献２記載の発
明では、凹凸状部（プリズム構造部）において、凹状部の底部もしくは凸状部の上部に平
坦面を形成することで、導光板の側面への光の伝播を助長し、両端部が暗くなる問題を解
消するようにしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開平１０－１２０２４号公報
【特許文献２】特開２００２－５０２１９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、各特許文献記載の発明のように、導光板の凹凸部（プリズム山）間に平
坦面を形成した場合、輝度が低下したり、平坦面の傷が目立つ等の問題が生ずるおそれが
ある。輝度が低下したり傷が視認されることは、面光源装置の品質を大きく損なうもので
あり、その改良が望まれている。
【００１０】
　本発明は、このような従来の実情に鑑みて提案されたものであり、プリズム面を一体に
形成することで部品点数を削減することができ、しかも指向性に優れ高い輝度を得ること
ができ、傷も目立つことのない導光板を使用した面光源装置や液晶表示装置を提供するこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　前述の課題を解決するために、本発明の面光源装置は、光源と、当該光源からの光を平
面光に変換する導光板とを備えてなる面光源装置であって、前記導光板の光出射面は、断
面三角形の複数のプリズム山が略平行に配列されてプリズム面とされており、前記各プリ
ズム山間に平坦面が配置されるとともに、前記平坦面が粗面化されていることを特徴とす
る。さらに、本発明の液晶表示装置は、前記面光源装置を備え、当該面光源装置上に液晶
表示パネルが載置されていることを特徴とする。
【００１２】
　本発明においては、導光板の光出射面にプリズム山が形成されプリズム面とされている
ので、プリズムシートを省略することができ、部品点数が削減される。また、プリズム山
間に平坦面が形成されているので、光の伝搬や指向性等が改善され、貼り付きムラも改善
される。プリズム山の加工数も削減され、あるいはプリズム山の高さを抑えることができ
、プリズム面を有する導光板の加工も容易になる。さらに、平坦面に微細な凹凸を形成し
粗面化しているので、輝度の向上が実現され、傷が発生した場合にも目立たなくなる。
【発明の効果】
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【００１３】
　本発明の面光源装置や液晶表示装置において、部品点数の削減を図ることが可能であり
、光の伝搬や指向性を改善し、輝度を向上することが可能である。また、貼り付きムラが
解消され、傷も目立たなくなる等、照明光の品質や画像品位を高めることが可能であり、
製造上のメリットも大きい。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明を適用した面光源装置の分解斜視図である。
【図２】反射板、導光板及びプリズムシートの積層状態を示す概略斜視図である。
【図３】従来の導光板のプリズム面形状を模式的に示す斜視図である。
【図４】本発明を適用した導光板のプリズム面形状の一例を模式的に示す斜視図である。
【図５】導光板のプリズム面における凹凸形成状態の他の例を模式的に示す概略平面図で
ある。
【図６】導光板のプリズム面における凹凸形成状態のさらに他の例を模式的に示す概略平
面図である。
【図７】液晶表示装置の概略構成例を示す分解斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明を適用した面光源装置（バックライトユニット）及び液晶表示装置の実施
形態について、図面を参照して詳細に説明する。
【００１６】
　図１は、バックライトユニット（面光源装置）１の基本構成を分解して示すものである
。バックライトユニット１は、図１に示すように、光源である発光ダイオード（ＬＥＤ）
２が実装されたフレキシブル基板３と四角形状で平板状の導光板４、反射シート５、光学
シート６を備えており、これらが例えば金属製の薄箱状のバックケース７に収容されてい
る。そして、光源である発光ダイオード２から出射された光が、前記導光板４によって平
面光に変換され、その光出射面（上面）から平面光として出射される。なお、光源は、発
光ダイオード２に限らず、例えば蛍光管等であってもよい。
【００１７】
　光源である発光ダイオード２は、前記導光板４の一辺に沿って設けられており、本実施
形態の場合、発光ダイオード２が実装されたフレキシブル基板３を導光板４の一辺に沿わ
せて設置することで、発光ダイオード２の出光面が導光板４の端面と対向するように配置
されている。導光板４の下面には反射シート５が配されるとともに、上面にはプリズムシ
ートを含む光学シート６が配され、発光ダイオード２から出射された光は、直接又は反射
シート５により反射されて導光板４の端面から入光し、導光板４を通過した後、光学シー
ト６を透過して例えば液晶表示パネルに照射される。したがって、本実施形態のバックラ
イトユニット１は、エッジライト方式の照明ユニットということになる。
【００１８】
　図２は、前述の構成のバックライトユニット１における導光板４、反射シート５及び光
学シート（特に、プリズムシート８）の重ね合わせ状態を示すものである。導光板４の上
面は、プリズム山４ａが形成されてプリズム面とされており、前記プリズム山４ａの形成
方向が発光ダイオード２からの光の入光方向と概ね平行となるように設置されている。
【００１９】
　導光板４の下面は、いわゆるパターン面とされており、当該パターン面と対向して反射
シート５が重ねられている。一方、導光板４の上面（プリズム面）上には、プリズムシー
ト８がプリズム面同士が対向し、且つプリズム山の形成方向が互いに略直交するように重
ねられている。これら構成により、導光板４の端面から入光された光は、導光板４のプリ
ズム面から出射され、プリズムシート８を介して例えば液晶表示パネル等に効率的に照射
される。また、導光板４の上面がプリズム面とされているので、プリズムシートを１枚省
略することができ、部品点数を削減することができる。
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【００２０】
　ここで、前記導光板４の上面をプリズム面とする場合、先ず第１に、図３に示すように
、プリズム山４ａが連続する形で形成（プリズム山４ａ間に平坦面が無い状態で形成）す
ることが考えられる。この場合には、光の伝搬等の点で不満が残る可能性があり、また、
プリズム金型の傷つきの問題が生じたり、導光板４のプリズム面とプリズムシート８のプ
リズム面の密着具合によっては貼り付きムラが発生する等、表示品位を低下する原因とな
るおそれがある。
【００２１】
　そこで、本発明においては、図４に示すように、導光板４のプリズム面において、連続
して形成されていたプリズム山４ａの一部を削減し、プリズム山４ａ間に平坦面４ｂを形
成するようにしている。この場合、プリズム山４ａの形成ピッチは、例えば３０μｍ程度
であり、プリズム山４ａの幅は１５μｍ程度、平坦面４ｂの幅は５～１０μｍ程度（例え
ば、６，７μｍ）とすればよい。勿論、これに限らず、寸法は要求される光学特性等に応
じて適宜設定すればよいが、前記平坦面４ｂの幅は、最低でも２，３μｍとすることが好
ましい。
【００２２】
　前述のように、導光板４のプリズム面において、プリズム山４ａ間に平坦面４ｂを形成
することにより、光の伝搬が良好なものとなり、導光板４の面内において、場所によって
暗くなる等の問題を改善することができる。
【００２３】
　ただし、プリズム山４ａ間に平坦面４ｂを形成した場合、プリズム面の機能が低下する
ことになり、例えば輝度が低下する等の問題が生ずる。また、平坦面４ｂに傷が形成され
ると、面光源として見た場合に傷が目立つという問題もある。
【００２４】
　そこで、本実施形態の導光板４では、前記平坦面４ｂに微細な凹凸面を形成し、いわゆ
る粗面化することで、前記問題を解消するようにしている。プリズム山４ａ間の平坦面４
ｂを粗面化することで、輝度を向上することができ、平坦面４ｂに傷が入った場合にも、
目立たなくすることができる。
【００２５】
　前記平坦面４ｂに形成する微細な凹凸（粗面）は、平坦面４ｂを散乱面とすることがで
きるものであれば如何なるものであってもよく、いわゆる梨地面のように、ブラスト処理
等の粗面化処理によって形成される微細凹凸面であってもよい。凹凸の深さも任意である
が、例えば０．５μｍ程度とすることが好ましい。
【００２６】
　前記凹凸形成（粗面化）は、前記平坦面４ｂに施せばよいが、さらにプリズム山４ａも
含めてプリズム面全体に施すことも可能である。例えばブラスト処理等により粗面化する
場合、プリズム面全体を粗面化する方が簡単に行うことが可能である。なお、プリズム面
全体に粗面化処理を施すと、プリズムの機能が低下する可能性もあるので、この点を考慮
すると、平坦面４ｂにのみ凹凸を形成し粗面化することが好ましい。
【００２７】
　平坦面４ｂにのみ凹凸を形成し粗面化するには、例えば導光板４を成形する際に使用す
る金型を形成するに際し、金型母材のプリズム面に対応する面を予めブラスト処理等によ
り全面粗面化処理しておき、ここにプリズム山４ａに対応する断面三角形の溝を形成すれ
ばよい。断面三角形の溝を形成する際に鏡面加工すれば、プリズム山４ａの表面は鏡面化
され、プリズム山４ａ間の平坦面４ｂは、前記金型母材の粗面化処理によって凹凸面（粗
面）とされる。
【００２８】
　また、平坦面４ｂを粗面化するに当たって、凹凸の密度を場所によって変えることで、
輝度ムラの解消を図ることも可能である。例えば、平坦面４ｂを粗面化した場合、凹凸の
密度が高いほど輝度向上の効果が大きい。したがって、導光板４の面内において、暗い部
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分の凹凸密度を高めることで、相対的な輝度の差を解消することができ、輝度ムラが解消
される。
【００２９】
　例えば、図５に示すように、発光ダイオード２の光が入光される端面４ｃ近傍の輝度が
発光ダイオード２の光の直進性によって他の部分よりも低い場合には、平坦面４ｂの前記
端面４ｃに近い部分４ｄに形成される凹凸密度を他の部分より高めることで、この部分の
輝度を向上することができ、導光板４全体の輝度を均一にすることが可能になる。あるい
は、発光ダイオード２の配列方向の両端部において輝度が低い場合には、図６に示すよう
に、プリズム山４ａの配列方向の両端に位置する平坦面４ｆにおける凹凸密度を他の平坦
面４ｂに比べて高くすることで、やはり導光板４全体の輝度を均一にすることが可能にな
る。また、図５及び図６に示す構成を組み合わせて、両者の凹凸を混在させて構成すれば
、より導光板４の輝度の均一化に貢献させることが可能となる。
【００３０】
　以上の構成を有するバックライトユニット１は、液晶表示装置において、面光源装置と
して組み込まれる。そこで次に、前述のバックライトユニット１を組み込んだ液晶表示装
置について説明する。
【００３１】
　図７は、面光源装置であるバックライトユニット１が組み込まれた液晶表示装置を分解
して示すものである。本実施形態の液晶表示装置は、図７に示すように、液晶表示パネル
２１と前述のバックライトユニット１とを備え、これらを金属材料や樹脂材料等で形成さ
れた外筐２２（フロントケースは図示省略）で保持するようにしている。
【００３２】
　液晶表示パネル２１は、例えばアレイ基板と対向基板の間に液晶材料を封入することに
より構成され、アレイ基板には表示画素に対応して画素電極及びスイッチング素子（薄膜
トランジスタ）がマトリクス状に形成されている。また、アレイ基板には、画素電極に電
気信号を送るための信号線と、スイッチング素子である薄膜トランジスタにスイッチング
信号を供給するためのゲート線とが互いに直交して配線されている。一方、対向基板には
、対向電極が透明電極材料（例えばＩＴＯ等）によりほぼ全面に形成されており、各画素
に対応してカラーフィルタ層が形成されている。さらに、前記アレイ基板と対向基板の外
表面には、それぞれ偏光板が偏光軸を互いに直交させて貼り合わされている。
【００３３】
　液晶表示パネル２１の額縁領域には、薄膜トランジスタ等の駆動トランジスタを備え駆
動信号を供給する駆動回路部が形成されており、外部回路基板からの駆動信号に基づいて
前記スイッチング素子が駆動されることで画像表示が行われる。この画像表示が行われる
領域が表示領域であり、前記液晶表示パネル２１は多数の画素が配列された表示領域を有
する。
【００３４】
　前記バックライトユニット１は、前記液晶表示パネル２１の光源として組み込まれるも
のであり、発光ダイオード２から出射された光は、導光板４へ導かれ、導光板４のプリズ
ム面から出射され、プリズムシート８を含む光学シート６を介して、平面光として液晶表
示パネル２１の有効表示エリアに照射される。液晶表示パネル２１では照射された光が透
過もしくは遮断され、文字や映像等の画像が所定の明るさで表示される。
【００３５】
　前述の液晶表示装置においては、本発明のバックライトユニット１を組み込んでいるの
で、輝度が高く表示品位の高い液晶表示装置を実現することが可能である。また、部品点
数が少なくて済むので、製造コストを低減し、生産性を向上することができるというメリ
ットも有する。
【符号の説明】
【００３６】
１　バックライトユニット、２　発光ダイオード、３　フレキシブル配線基板、４　導光
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板、４ａ　プリズム山、４ｂ　平坦面、５　反射シート、６　光学シート、７　バックケ
ース、８　プリズムシート、２１　液晶表示パネル、２２　外筺
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